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●
開
発
途
上
国
の
定
義

　

開
発
経
済
学
は
「
開
発
途
上
国
の

経
済
」を
対
象
に
す
る
学
問
で
あ
る
。

そ
こ
で
「
開
発
途
上
国
」
が
存
在
し

な
け
れ
ば
開
発
経
済
学
も
成
り
立
た

な
い
。
と
こ
ろ
が
「
開
発
途
上
国
」

の
定
義
は
意
外
に
難
し
い
。
所
得
水

準
が
高
く
て
も
平
均
寿
命
が
短
い
、

あ
る
い
は
妊
産
婦
死
亡
率
が
高
い
と

い
う
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
国
の
中

に
は
輸
出
が
少
数
の
品
目
に
偏
っ
て

い
て
世
界
経
済
変
動
の
影
響
を
受
け

や
す
い
、
紛
争
が
続
い
て
い
る
、
内

陸
国
で
交
通
や
輸
送
が
制
約
さ
れ
て

い
る
、
と
い
う
事
例
も
あ
る
。
そ
こ

で
「
開
発
途
上
国
」
を
定
義
す
る
指

標
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
開
発
途
上
国
の
定
義
で

は
一
人
当
た
り
所
得
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
あ
る

い
は
Ｇ
Ｎ
Ｉ
）
に
よ
る
も
の
と
、
教

育
や
健
康
な
ど
の
社
会
指
標
を
併
用

し
た
も
の
が
採
用
さ
れ
て
き
た
。
特

に
つ
か
わ
れ
て
き
た
の
は
一
人
当
た

り
所
得
で
、
各
国
の
物
価
構
造
の
違

い
を
考
慮
し
た
購
買
力
平
価
表
示
の

指
標
で
あ
る
。
ま
た
生
活
の
善
さ

（w
ell-being

）
を
示
す
に
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ

で
は
不
十
分
な
こ
と
も
あ
り
、
平
均

余
命
や
教
育
の
指
標
も
併
用
し
た
国

連
開
発
計
画
の
人
間
開
発
指
数
（
Ｈ

Ｄ
Ｉ
）
も
広
く
つ
か
わ
れ
て
き
た
。

●
Ｌ
Ｄ
Ｃ
の
指
標

　

最
近
で
は
特
に
開
発
が
遅
れ
た

国
々
で
あ
る
「
後
発
開
発
途
上
国
」

（
Ｌ
Ｄ
Ｃ
ｓ
：Least Developed Countries

）

の
リ
ス
ト
を
作
る
指
標
も
提
案
さ
れ

て
い
る
。国
連
経
済
社
会
理
事
会（
Ｅ

Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
）
で
は
「
後
発
開
発
途

上
国
」
の
審
査
を
行
っ
て
い
る
が
、

そ
の
基
準
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
栄
養
や
健
康

あ
る
い
は
教
育
な
ど
の
指
標
を
使
っ

た「
生
活
の
質
の
指
標
」（
Ａ
Ｐ
Ｑ
Ｌ
：

（Augmented Physical Quality of Life Index

）、

「
経
済
多
様
化
指
標
」（Econom

ic 
Diversification Index

）
で
あ
る
。
二

〇
〇
〇
年
以
降
は
経
済
多
様
化
指
標

に
代
わ
っ
て
経
済
脆
弱
性
指
標
（
Ｅ

Ｖ
Ｉ
：Econom
ic Vulnerability Index

）

が
使
わ
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｐ
Ｑ
Ｌ
Ｉ
は

五
歳
未
満
幼
児
死
亡
率
や
成
人
識
字

率
、
Ｅ
Ｖ
Ｉ
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
製

造
業
と（
非
政
府
）サ
ー
ビ
ス
業
の

シ
ェ
ア
や
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
の
作
成
し

た
輸
出
集
中
度
指
数
な
ど
が
利
用
さ

れ
て
い
る
。
Ｌ
Ｄ
Ｃ
ｓ
に
分
類
さ
れ

た
国
は
一
人
当
た
り
所
得
や
「
生
活

の
質
」
の
指
標
が
一
定
の
基
準
以
上

で
あ
る
こ
と
、
経
済
脆
弱
性
指
標
が

基
準
値
を
充
た
す
こ
と
、
と
い
っ
た

要
件
の
う
ち
二
つ
以
上
を
達
成
し
た

時
に
Ｌ
Ｄ
Ｃ
ｓ
を
卒
業
で
き
る
。

●
社
会
経
済
指
標
の
利
用

　

一
人
当
た
り
所
得
だ
け
で
な
く
、

社
会
指
標
を
利
用
し
て
あ
る
国
の
発

展
水
準
や
成
長
へ
の
潜
在
能
力
を
評

価
す
る
試
み
は
長
い
歴
史
を
持
っ
て

い
る
。
そ
の
中
で
特
に
反
響
が
あ
っ

た
の
が
モ
リ
ス
（David M

orris

）、

エ
ー
デ
ル
マ
ン
（Irm

a Adelm
an

）

と
モ
リ
ス
（Cynthia Taft M

orris

）
の

仕
事
で
あ
る
。
モ
リ
ス
は
成
人
非
識

字
率
や
乳
幼
児
死
亡
率
な
ど
で
「
生

活
の
質
」
指
標
（Physical Quality Of 

Life Index
：
Ｐ
Ｑ
Ｌ
Ｉ
）
を
作
成
し

た
。
エ
ー
デ
ル
マ
ン
と
モ
リ
ス
は

様
々
な
社
会
指
標
を
使
っ
た
統
計
的

手
法
（
た
と
え
ば
判
別
分
析
）
で
、

あ
る
国
の
成
長
へ
の
潜
在
能
力
を
判

定
し
よ
う
と
し
た
。
表
は
Ｌ
Ｄ
Ｃ
Ｓ

に
含
ま
れ
る
国
の
中
の
一
部
に
つ
い

て
、
一
九
六
八
年
の
エ
ー
デ
ル
マ
ン

と
モ
リ
ス
の
論
文
で
の
成
長
へ
の
潜

在
能
力
の
判
定
結
果
と
一
人
当
た
り

Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
Ｈ
Ｄ
Ｉ
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
現
在
の
時
点
で
Ｌ
Ｄ
Ｃ
Ｓ
に

分
類
さ
れ
て
い
る
国
は
エ
ー
デ
ル
マ

ン
と
モ
リ
ス
の
判
定
で
も
低
い
潜
在

能
力
国
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

エ
ー
デ
ル
マ
ン
と
モ
リ
ス
の
仕
事
で

は
理
論
モ
デ
ル
が
明
示
さ
れ
て
お
ら

ず
、
社
会
指
標
の
セ
ッ
ト
が
成
長
の

潜
在
能
力
に
重
要
で
あ
る
の
は
な
ぜ

か
、
と
い
う
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

ま
た
仮
に
目
的
が
一
人
当
た
り
所
得

の
成
長
率
の
予
測
で
あ
れ
ば
、
生
産

関
数
を
基
に
し
て
労
働
力
や
投
資
な

ど
で
成
長
率
を
説
明
す
る
回
帰
分
析

で
十
分
で
は
な
い
か
、
と
い
う
批
判

も
あ
る
。
と
は
言
え
、
エ
ー
デ
ル
マ

ン
と
モ
リ
ス
の
よ
う
な
作
業
が
、
経

済
発
展
に
対
す
る
社
会
的
要
因
や
政

治
的
・
制
度
的
要
因
へ
の
関
心
を
呼

び
起
こ
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は

評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。

● 

優
先
順
位
の
高
い
国
の
識
別
の

必
要
性

　

開
発
経
済
学
の
開
拓
者
の
一
人
で

すぐに役立つ開発指標の話
第9回

後
発
開
発
途
上
国

（
Ｌ
Ｄ
Ｃ
ｓ
）の
指
標

Indicators of the Least Developed Countries (LDCs)

野
上
裕
生
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あ
る
ア
ル
バ
ー
ト
・
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン

は
一
九
八
〇
年
代
初
め
の
論
文
集
で

「
開
発
経
済
学
の
台
頭
と
衰
退
」
と

い
う
一
文
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
中

で
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
は
開
発
途
上
国
が

政
治
経
済
・
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
側
面

で
多
様
化
し
、「
開
発
途
上
国
」（the 

developing country

）
な
る
も
の
が

な
く
な
っ
た
こ
と
が「
開
発
経
済
学
」

の
衰
退
の
背
景
に
あ
っ
た
と
述
べ
て

い
る
。と
は
言
え
、二
一
世
紀
に
入
っ

た
今
日
で
も
最
も
開
発
の
遅
れ
た

「
後
発
開
発
途
上
国
」
を
定
義
し
て
、

開
発
援
助
の
重
点
国
や
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
特

別
に
配
慮
を
要
す
る
国
を
確
定
し
よ

う
と
い
う
試
み
は
続
い
て
い
る
。

《
参
考
文
献
》
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Ｃ
Ｓ
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あ
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モ
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ス
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W
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 York: Pergam
on Press. 

ハ
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シ
ュ
マ
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Developm

ent Econom
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”, in Essays 
on Trespassing: Econom

ics to Politics 
and Beyond, Cam

bridge University 
Press.pp. 1-24.

で
展
開
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

　

経
済
発
展
の
実
績
が
良
く
な
い
国

の
判
定
方
法
は
現
在
で
も
盛
ん
に
研

究
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
一
人
当

た
り
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
よ
う
な
経
済
指

標
や
乳
幼
児
死
亡
率
の
よ
う
な
社
会

指
標
の
改
善
率
が
プ
ラ
ス
で
あ
る
か

ど
う
か
に
注
目
す
る
絶
対
評
価
、
あ

る
い
は
世
界
の
平
均
か
ら
一
定
程
度

乖
離
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
注
目
す

る
相
対
評
価
、
あ
る
い
は
ミ
レ
ニ
ア

ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
よ
う

な
固
定
さ
れ
た
目
標
に
照
ら
し
て
指

標
の
改
善
が
あ
る
か
に
注
目
す
る
方

法
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
Ｌ
Ｄ
Ｃ
ｓ
の

発
展
の
制
約
に
な
っ
て
い
る
要
因
に

は
経
済
構
造
の
他
に
政
策
や
ガ
バ
ナ

ン
ス
、
紛
争
や
不
平
等
な
ど
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
動

向
は  A

nderson,  Edw
ard and 

O
liver M

o
rrissey [2006] "A 

S
ta
tistic

a
l A
p
p
ro
a
c
h
 to 

Indentifying Poorly Perform
ing 

C
o
u
n
trie

s," Jo
u
rn
a
l o
f 

D
evelopm

ent Studies, Volum
e 

42, N
o.3, pp.469-489

、
や
国
連

開
発
計
画
﹇2004

﹈『
人
間
開
発
報

告
書2004

』。
国
際
協
力
出
版
会
、

310-312

ペ
ー
ジ
「
テ
ク
ニ
カ
ル

ノ
ー
ト
2
」
な
ど
を
参
照
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

LDCsの国名 一人当たりGDP
（PPP、2007）

HDI
（2007）

AM
［1968］

アフガニスタン 1054 0.352 低

リベリア 362 0.442 低

ベナン 1312 0.492 低

カンボジア 1802 0.593 低

チャド 1477 0.392 低

エチオピア 779 0.414 低

ギニア 1140 0.435 低

ラオス 2165 0.619 低

マダガスカル 932 0.543 低

マラウィ 761 0.493 低

ネパール 1049 0.553 低

ニジェール 627 0.340 低

セネガル 1666 0.464 低

シエラレオネ 679 0.365 低

スーダン 2086 0.531 中

ウガンダ 1059 0.514 低

イエメン 2335 0.575 低

ザンビア 1358 0.481 中または低

ミャンマー 904 0.586 低

タンザニア 1208 0.530 低

（注）AM [1968]はAdelman, Irma and Cynthia Taft Morris [1968] “Performance Criteria for Evaluating 
Economic Development Potential: An Operational Approach,” Quarterly Journal of Economics, 
Vol.LXXXII, No.2, May, pp.260-281.での判別分析の判定結果。「低」はLow Potential、「中」は
Intermediate Potentialである。ベナンはAM [1968]ではDahomey、マダガスカルはAM [1968]で
はMalagasy、タンザニアはAM [1968]ではTanganyika。ミャンマーはAM [1968]ではBurma。

（出所）一人当たりGDPとHDIはUNDP [2009] Human Development Report 2009: Overcoming Barriers: 
Human mobility and Development, Palgrave Macmillanの統計から筆者作成。




